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１ 研究の要旨 

私たちは三鷹市の生産緑地地区に対する 活用方法の提案をしたいと考えている。三鷹市の特徴と生

産緑地地区を掛け合わせた提案をすることにより、市民や市に関わりのある人たちの交流が盛んにな

る場所を創りたいと考えている。 

 

２ 背景・目的 

今日、多様な世代が行政やまちづくりへの関心を持つことはますます重要になっていると感じてい

る。よりよいまちづくりを目指すには住民やそこを訪れる人達の市への理解が必要である。そのために、

三鷹市の特徴を活かし、市民同士や、市に関わる人たちの交流を生むことで市についての理解が深まっ

たり、興味を持つ人が増えるのではないだろうか。三鷹市の中で活用の可能性がある土地のひとつとし

て生産緑地地区があげられる。生産緑地地区とは、良好な都市環境の形成を図るために、市の中にある

農地の緑地としての機能を活かし計画的に農地を保全して行こうとする制度である。この制度は以前

まで、ビニールハウスの種苗貯蔵施設などの生産に必要な施設や農業者のための休憩施設のみが設置

可能だった。しかし、1992 年に生産緑地法が改正され、生産緑地内で作られた農作物を製造・加工で

きる施設や、その農作物を販売する施設、他にもその農作物を材料とするレストランが設置できるよう

になり、生産緑地としての活用の幅が広がった。そこで、活用の幅が広がった生産緑地地区を活かす提

案を考えた。 

 

３ 目標 

私たちの研究の目標は、活用の可能性がある生産緑地地区を利用して、市民や三鷹市に関わる人たち

の交流を産むことができる場所を探求することにある。人々が交流する場所を生み出すことで、市に対

する理解度が高まり市民が市の現状・課題を認識することができ、まちづくりに対する意見が活発にな

ると考えている。 

 

４ 研究概要 

4.1 現状分析 

生産緑地を今より活用するために必要な情報として、三鷹市で主に生産されている作物を調べた。野

菜の中では１位キャベツ、２位はトマト、３位は大根と言う順番であることがわかった。この中でイン

パクトのある場をつくりたいと考えがあり、大根を使った大根櫓に取り組みたいと考えた。 



4.2 進め方 

大根櫓とは、宮崎県の田野・清武地域で伝統的な知識システムと進化してきたランドスケープなどを

評価され日本農業遺産に制定されたものである。主に杉丸太、竹を専用のバンドで固定して組み立てて

できるものでそこに大根を干していきます。高さと幅が約６メートル、長さが短いもので 20 メートル、

長いもので 150 メートルの大小関わらず作る事ができる。非常に簡易的な構造の建物で一年に一回は

建て替えが必要になるものである。この大根櫓を使いその地域の特徴にあった活用方法を提案したい。 

地域の特徴に合わせ年代別のニーズに沿って提案するために、年代別の人口分布を調べる。そうする

ことでその年代が多い地域にその年代に合わせた提案をすることができると考えた。例として総人口

の分布図で説明すると、色が濃いほど人口が多く、薄いほど人口が少ないことが一目でわかるようにな

っている。この図に沿って提案内容を考えた。 

図１：総合人口の分布図（筆者作成）             写真 1：大根櫓の模型 

 

まず初めに高齢者向けの提案では、櫓の下には人が長机を囲んで並ぶ事ができるくらいのスペース

があるため櫓の下に高齢者が集まれるコミュニティスペースを作りたいと考えた。次に家族向けには、

大根もぎとりチャレンジ！として、作物の収穫などの農業体験プログラムを実施しようと考えている。

また、櫓に風鈴やイルミネーションをつけることでアートを楽しむ体験も考えている。また、全年齢層

向けに櫓の下のスペースを利用して、三鷹産の野菜を売る市場を開き、緑や農業を身近に感じる事がで

き、市民が集まるスペースを生み出す。 

櫓を解体した後の、櫓がない時期については、生産緑地内に調理スペースを兼ね備えた建物を建てる

ことで農家レストランを運営して土地を活用しようと考えた。これらの施設や櫓の維持については、周

辺の学校など学生が関わることで、市の魅力の教育も兼ねて、維持していけたらと考えている。 

4.3 まとめ 

大根櫓を市のシンボルにすることで市の認知を上昇させる事ができ、また市民の交流の場が増え、三

鷹市の活性化につながると考えている。 
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